




69 畜力噴~機lこ関する誠験

したものを� B型 ，努'q 次室内実験に供試したもの

を B P1J. と呼称す る。5f~ 3次室内実験に供試 したの

は宿谷三連動ブJ IIX-f集客様 B ~リである。その諸元を第 

1去に示す。

?主治開場実験施行i時十符乗員の休jj:i，は� 60.0kgで

あった。� 

B. 室内実験装置

車内実験出世を伝導後世図 (第 l図)と配管図

(第 2 図)によって示す。(写~・第 3 区l第 4 図)

第1図 第3次実験伝iJ7袋同凶� 
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第3図 室内実験装ほ全長

第4図 室内実験装置主要部� 
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1) 伝 導 装置

イ云噂関係ではり使用 したト ル グピックアップの
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3)車llhの回転

数は12-18r.p.m内が適当で、ある とと，以上� 2項 d2fl2 = 1/3.9の減速比にすれば， トルクピックプ

の制約を受けるため，その許容範囲内で伝導装置 ツプの測定許容範囲内にたると とを知る。

を決定し?と。またポン プの最大圧力を� 1501bs/ロ� との場合ァドUi の伝:Jl!が15r.P.m科度拡ので� dz/lz

と想定 し?と場作，主l のトルクは39kg-mとた り，� 

H

r-

測定純囲が� lOkg-m迄であるとと。� 

導はVベノレト� A型� 2本がけとし，スロップ?と防止
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クランク制!の回転数が過少にすぎたため ，とのホ・

ンプとしては，効率の極めて悪い点で使用したと

いうこ とができょ う。若しもこの極既成のポンプ

を利用するとするた らば，車軸とクラ ンク軸との

潮速比?と椅めて大 となさねばた らすτ. その結果ト

ルク過大 と主主 り， 畜力牽曳は不可能 とたろ う。

しかし訟がら， トルク変動曲繰よ り見て， 三迎

式の虫� き多筒式のポンプの採用は好ましいので，

畜力牽引に適合し?とポンプの設計が必要である3 

Il

VII 圃場試 験

本試験は畜力噴霧機の開場における特性を知り

袋内笑lJ会結ぶと併せ考察するために行怒ったもの

である。� 

A.試験の条件

|ーリス ・ポ=ー ，言対運搬用にランツ・オールドッ

クトラ クダーを使用 し?と。

第� 14図� a

試験笑施期日� 日9f:l19年3111昭幸� 

試験圃場 十勝支場農機具試験問� 第14図b 脳場試験全:!;l 

ヵ月放世した岡場を1起後1:悶: 場 の 条 件 彩

実験の者Il皮 ，ディスクハロー

で整地し』創吹かつ均一 化した

気 象条 件 快晴，平均気温19. 7"C，最高

気温26.ぴC 

B.試 験装置

節目図 a.b.岡場試験全長:ーに示すように ，供試

機牽曳用にフア{ガソン・トラクグ，ー，薬液運搬

用I'Cウイ リス ・デープ，闘場整地用I'Cマ Yセイノ、



-
-

79 畜力日質主軍機に関する試験� 

本試験になける率サ|力の測定はスト レンメ ータ 第15図 ロード七ノレ(張力訂)装[i!i:r!

ーのロードセノレによ り， 噴霧圧はプレγ ユアゲ ー

デの肉眼観測によ り，車速は一定区fl¥Jの速度をス

トッ プウオッチにより測定し?と。

ヌj>:試験(c):電iJf，lよ り150m程離れた悶場で行たっ

たために，電圧の変化がメ{グ ーに沿よほ‘す影響

が大きいので， トラ ンスで調整しかっ， トランス

メーター聞にア ンメーター ，ポノレトメーグー及び

スライグツクを挿入して細部調室長を行たった。牽

引方法は第14図� C 1'1:示すよう[1::，フアーガソ ント

ラググーに ，ノξ、Y クレーキを三点支持法1'1:より装

着 し，畜力噴霧I授の梶持をスポークょに固定し検 を変化させて試験した。グン ク容叫に対するグ ン

桁fて遊置して，梶棒が鉛直なよび葦引ブl]iIi]1'1:力を グ内薬液量?と� 4/4，3/4，2/4，1/4，0の� 5段幣にわ

およぼさ主主いようにし ，牽引力は，総てロー ドセ� けで笑施 し?と。また皇内実験の結果 を圃場試験の

Jレを介して与えるとととした。ロードセノレの装置 結必にあてはめるため，それぞれの捺液量{乞治け

図は第15図K示す。 る!噴霧圧を， ノズル数を変化させて牽曳力と併せ

第14図c トラクターによる牽引装置図
測定した。但し闘場を ディスクハロ{で整地しつ� 
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第14図d 脳場誠験における薬液噴髭状況
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本試験においては ， 機休の重量の変化が~引力

におよぼす影響を知るため，噴霧披を作動させた

い状態すたわち� noloadの状態で，タンク内液量
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